
富士遊牧人 
先月、息子が無事に北山小学

校の支援級を卒業いたしまし

た。結節性硬化症を持病として

持つ息子は、発作で倒れた時の

ために頭部を守るためにヘッド

ギアを毎日つけていますが、卒

業式当日はヘッドギアを付けず

髪型をセットして式に出席しま

した。半ば強引ではありました

し、息子としては発作が起こっ

た時の恐怖感で「ヘッドギアを

つけたい！！」と言っていまし

たが、「無い方がかっこいい

よ」パパがかっこよくセットしてあげるから♬となんとか言い聞

かせたのでした。 

家では座っている事が多いのでそれをつけませんが、外に出る時

は条件反射か、もう十年近くつけてきたヘッドギアでしたのでな

かなか外を歩くにしても心配が尽きないようです。 

なぜ強引にヘッドギアを付けず出席したのか？というと、最近そ

の発作が起きる事が無くなってきたからなのです。発作が無いだ

けでも一安心ですがまたいつか発作が起こるのではないか？との

恐怖感は否めません。 

映画「余命 10 年」 

 皆さん、「余命 10 年」という映画をご存知でしょうか？以下

「BOOK」データベースより抜粋です。 

「20 歳の茉莉は、数万人に一人という不治の病にかかり、余命

が 10 年であることを知る。笑顔でいなければ周りが追いつめら

れる。何かをはじめても志半ばで諦めなくてはならない。未来に

対する諦めから死への恐怖は薄れ、淡々とした日々を過ごしてい

く。そして、何となくはじめた趣味に情熱を注ぎ、恋はしないと

心に決める茉莉だったが……。涙よりせつないラブストーリ

ー。」 

 

発行日：2023 年 4 月 17 日     No.2 

発行元：株式会社 Graceland 関内慎介 

〒418-0102 静岡県富士宮市人穴 793 

富士山西麓朝霧高原    

 

 

余命 10 年と宣告されて、残りの人生をどう生きるのか。 

10 年という時間の中で心境に様々な変化が生じ、その中でどう

精一杯生きるのかという一人の女性の人生が描かれています。著

者の小坂流加さんは本書の文庫版が発売される前に亡くなってい

て、それが内容と重なることもあって売り上げ部数を大きく伸ば

し、映画化もされました。 

その小坂流加さんのお姉さんと、沼津経営塾の室伏さんの奥様は

知り合いとの事で、また沼津経営塾を開催している三島広小路に

て映画を撮影したことで親近感がある映画でした。妻と見ました

が、涙なく見られる映画ではありませんでした。その中に登場す

る 20 歳の茉莉さんが 1 人たくさん処方された薬を飲みやすいよ

うに曜日ごと仕分けしている姿があり、その姿に胸がはちきれる

思いでした。 

それは、普段から私も妻もやっている事だったからです。 

息子は結節性硬化症という病気が分かってから、いろいろな種類

の薬を飲みましたし、今現在もたくさん飲んでいます。発作を抑

えるために様々な副作用と隣り合わせで病院の先生とこの薬はど

うか？あの薬の量をもう少し増やしてみようか？と一年単位で薬

の効果を確かめながら、発作の出方や頻度を見ながらの投薬で

す。 

映画と自らが重なる思いになる事は多くありますが、このような

辛い心境が合致すると、何とも言えない苦しみが映画に乗ってや

ってくる感じです。 

息子は写真のように、たくさんの薬、しかも大小の飲みにくそう

な形状のものまでも、大人でも苦労しそうなものですがいともた

やすく飲みます。朝晩欠かさずに飲む息子が誇らしいです。 

息子の成長を願いながら、そして病気と末永く仲良くしながら、

薬を飲み続ける。まだまだ薬を調合し曜日ごとに仕分けする事が

続きますが、苦労が笑える日がきっと来ることを信じて今を一生

懸命生きていくしかないですね。 


